
≪メリット≫ 市場内に「新しい施設」のスペースを十分 

確保できる 

≪デメリット≫ 下記案に比べ工期が約１年半長くなる

⇒仮店舗の営業期間が長くなる※約３～４年 

人工地盤の整備に伴い、地盤高の摺付けが 

広範囲に及ぶ 

護岸ライン

既存の市場店舗 
※１F部分のみでは再現できない 

既存の市場店舗 

既存の旦過パーキング位置（イメージ） 

※再整備後は３F以上にスライド 

魅力を高める新しい施設 
（フードコート、スーパー、 

ATMなど） 

≪メリット≫ 上記案に比べ工期が短縮できる 

      ⇒仮店舗での営業期間が短くできる 

工事費が縮減できる 

≪デメリット≫ 既存店舗が1F部分で再現できなくなる 

      ※全体面積が減少する。 

※2階を活用すれば、既存市場の面積は確保可能 

6.0ｍ

4.0ｍ 1.0ｍ1.0ｍ

6.0ｍ3.0ｍ

人工地盤

道路 民地

神嶽川

駐車場（３Ｆ～）

魅力を高める新しい施設 
（フードコート、パン屋、スーパー、子ども預かり所、ATM、癒し系施設など）

市場が陸側（東）に 

約 10ｍスライド 

護岸ライン

道路 民地

6.0ｍ

4.0ｍ 1.0ｍ1.0ｍ

3.0ｍ

民地道路

6.0ｍ

駐車場（３Ｆ～）

神嶽川

【人工地盤を
    造らない案】

【人工地盤を造る案】
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人工地盤

現状商業面積 約 3,500㎡(丸和除く) 
Ｂ

Ｂ

広場

ＥＶ

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ

その他施設

その他施設

駐輪場 

駐輪場

駐輪場 

現在の 

市場通りの位置

1Ｆ平面図

（全体事業費 約60～80億円） 

【人工地盤を造る案】 市場店舗（小売・飲食・卸）

駐車場 

商業店舗

Ｂ-Ｂ断面図

※１１ページ Ａ案

再整備後商業面積（１４ページＡ案の場合） 

※１１ページ Ａ案

9



1

Ｂ

1Ｆ平面図

広場

その他施設

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ

現在の 

市場通りの位置

駐輪場 

駐輪場 

Ｂ-Ｂ断面図

市場店舗（小売・飲食・卸）

Ｂ

河川管理道路

河川管理道

現状商業面積 約3,500㎡(丸和除く) 

（全体事業費 約45～60億円） 

【人工地盤を造らない案】 ※１１ページ D案

駐車場 

商業店舗

再整備後商業面積（１４ページ D案の場合）

※１１ページ D案

1
0



○５つの施設計画案                                             事業費・賃料・工期は概算です。今後の精査により変動します。 

人工地盤を造る場合 人工地盤を造らない場合  ※造る案に比べ、工期が約1年半短縮 

A 案（2F拡大型） B案（1F店舗集中型） C 案（A案＋住宅追加型） D案（2F拡大型） E案（1F店舗集中型） 

施設計画の 

概要 

3-5階 駐車場 180台（60台/階）

1-2階 商業等（市場店舗、その他施設、ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ）

2-4 階 駐車場 180台（60台/階）

1階  商業等（市場店舗、その他施設、ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ）

3-5 階  駐車場 180台（60台/階）

1-2階  商業等 

3-5階 駐車場 100台（33台/ 

1-2 階 商業等（市場店舗、その他施設、ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ）

2-4階 駐車場 100台（33台/階）

1階  商業等（市場店舗、その他施設、ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ）

・商業規模を２Fまで拡大した案です。 
・現在の営業店舗面積と、魅力を高める「新し
い施設」のｽﾍﾟｰｽを十分確保し、来場目的の
増加と集客力UPを期待します。

・A案をﾍﾞｰｽに商業規模を縮小した案です。 
・現在の営業店舗面積を確保しつつ、「新しい
施設」のｽﾍﾟｰｽも一定規模確保します。 
・想定賃料は、5案の中で最も高くなります。

・A案の上層部に住宅を配置した案です。 
・職(食)住近接をｷｰﾜｰﾄﾞに「居住者＝お客様」
となることを目指し、相乗効果を計ります。 
（小倉都心部では近年、居住人口が増加しています）

・A案をﾍﾞｰｽに人工地盤を無くした案です。 
・２Fも活用しながら現在の営業店舗面積を確
保し、「新しい施設」のｽﾍﾟｰｽも一定規模確保
します。

・D案をﾍﾞｰｽに商業規模を縮小した案です。 
・2F も活用しながら現在の営業店舗面積を 
確保しますが、「新しい施設」のｽﾍﾟｰｽは 
5 案の中で最も少なくなります。

施設計画（案） 

市場店舗 

広場 

その他施設 

（新たな機能）

荷捌き場 

駐車場 

住宅 

商業面積 

※「その他施設」に

ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ面積含む 

市場店舗 その他施設 合計 市場店舗 その他施設 合計 市場店舗 その他施設 合計 市場店舗 その他施設 合計 市場店舗 その他施設 合計 

2F 1,800㎡ 1,450㎡
7,350㎡

2F 1,800㎡ 350㎡ 
5,850㎡

2F 1,800㎡ 1,400㎡
7,100㎡

2F 1,800㎡ 900㎡ 
6.100 

2F 1,800㎡ 0㎡ 
5,200㎡

1F 2,400㎡ 1,700㎡ 1F 2,000㎡ 1,700㎡ 1F 2,400㎡ 1,500㎡ 1F 2,400㎡ 1,000㎡ 1F 2,000㎡ 1,400㎡

そ の 他

施設 

新機能 

のｲﾒｰｼﾞ 

1F部分
日用雑貨を扱うミニスーパーや 

生鮮品以外など 

日用雑貨を扱うミニスーパーや 

生鮮品以外など 

日用雑貨を扱うミニスーパーや 

生鮮品以外など 

日用雑貨を扱うミニスーパーや 

生鮮品以外など 

日用雑貨を扱うミニスーパーや 

生鮮品以外など 

2F部分 託児所、生活雑貨、クリニックなど 駐車場＋倉庫 託児所、生活雑貨、クリニックなど 託児所、生活雑貨、クリニックなど 駐車場＋倉庫 

全体事業費(概算) 約 60 80 億円 約 50 70 億円 約 80 100 億円 約 50 60 億円 約 45 55 億円 

1F 想定賃料(概算) 1.5 2.0 万円／坪・月 2.0 2.9 万円／坪・月 1.3 1.7 万円／坪・月 ※マンションが売却できた場合 1.4 1.7 万円／坪・月 1.9 2.4 万円／坪・月 

工期（地区外仮移転） 総期間 51ヶ月（仮設期間 43ヶ月） 総期間 50ヶ月（仮設期間 42ヶ月） 総期間 59ヶ月（仮設期間 51ヶ月） 総期間 34ヶ月（仮設期間 26ヶ月） 総期間 34ヶ月（仮設期間 25ヶ月） 

ﾏﾝｼｮﾝ
入口 

ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ

魚町側 

医療 

センター側

神嶽川 

駐車場（60台/階）
駐車場（60台/階）

駐車場（60台/階） 駐車場（33台/階） 
駐車場（33台/階） 

その他施設 その他施設

広場

その他施設
駐車場その他施設

その他施設 その他施設

その他施設

ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ

広場

住宅
78戸

その他施設 その他施設

広場

その他施設その他施設

その他施設

広場

駐車場ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ

その他施設

その他施設

広場

ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ

ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ
２階平面図 ２階平面図 ２階平面図２階平面図２階平面図

断面図 断面図 断面図断面図断面図

1階平面図 1階平面図 1階平面図1階平面図1階平面図

1
1



３．今後について① 

「旦過地区まちづくり整備準備委員会」の設立について
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旦過地区まちづくり整備準備委員会 

委員長 黒瀬 善裕 

旦過地区まちづくり整備準備委員会 

趣 意 書 

旦過市場は、小倉都心部の重要な商業核の１つとして、約 100 年にわたり食品等を

提供する重責を担って参りました。 

一方、神嶽川の溢水による度重なる浸水被害にくわえ、密集した木造建築物や道路

が狭小であるなど、火災・延焼等の課題を抱えています。また、対岸の護岸が老朽化

に伴い一部崩落しており、同時期に施工されたと思われる市場側の護岸も、崩落の危

険性が高まっています。 

旦過市場が、これからも小倉都心部の魅力ある市場として継続するためには、お客

様が安全・安心に買物できるとともに衛生的であることが望まれており、その実現に

は、神嶽川の河川改修と市場の再整備が必要です。 

そのため、平成 24 年度以降、北九州市、まちづくり関係者と協働で、『旦過地区ま

ちづくり構想』、『旦過地区まちづくり整備計画』を策定するなど、河川改修と市場再

整備の実現化に向けた取り組みを行ってきています。 

この度、市場内の皆様から付託を受け設立した『旦過地区まちづくり整備準備委員

会』では、これまでの取り組みを踏まえ、様々な検証を行い、施設計画案を選定する

とともに、市場再整備の事業主体となる組織の設立を目指しています。 

旦過市場が今後 50 年、100 年先も繁栄でき、小倉都心部の魅力をさらに高めること

ができるよう、委員一同、不退転の決意で取り組んでまいる所存です。 

趣旨に賛同いただき、当委員会の活動にご理解とご協力を賜りますよう、お願い申

上げます。 

記 

１．検 討 事 項  神嶽川の河川改修とあわせた旦過市場の再整備 

２．委員会の目的  （１）再整備の事業化に向けた検討・調整を行うこと 

              （施設計画を１つに絞り込むこと） 

           （２）事業主体となる組織の設立を目指すこと 

３．委 員 名 簿  ※委員名簿は作成中です 

４．整 備 目 標  平成３０年度 工事着手（予定） 

５．問い合わ せ  旦過合同事務所（０９３－５２１－４１４０） 

※協議内容の透明性や公共性を高めるため、会を開催する度に「通信(かわら版)」

を配布いたします。ご意見・質問票も添付いたしますのでご利用ください。 
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【委員会員名簿】 

役 員 氏 名 屋 号 区 分

委 員 長 黒瀬 善裕 かしわ屋 くろせ 旦過町内会

副委員長

中村 真 中村商店 旦過商業

協同組合田中 祥隆 かじはら

森尾 和則 小倉かまぼこ
旦過町内会

中尾 憲二 米夢マイム

古場 泰憲 旦過ﾎﾙﾓﾝｾﾝﾀｰ 中央市場

協同組合原 健一 村上商店

区 分 氏 名 屋 号 ／ 所 属

北九州市小倉区

旦過商業協同組合

（７名）

中村 真 中村商店

岩田 政司 岩田屋餅菓子店

田中 祥隆 かじはら

橘 英行 たちばな

今井 嘉巳 今井商店

亀甲 福蔵 亀甲屋

 近藤 光孝  江里口

旦過町内会

（９名）

森尾 和則 小倉かまぼこ

田中 誠一 かじはら

黒瀬 善裕 かしわ屋 くろせ

中尾 憲二 米夢マイム

岩田 政己 岩田屋餅菓子店

森尾 泰之 小倉かまぼこ

井上 攻 やまいち

中村 雅子 吉勝

岩崎 慎一

刀禰 光男
丸和小倉店

小倉中央市場

協同組合

（５名）

古場 泰憲 旦過ホルモンセンター

原 健一 村上商店

原田 和弘 玉置鮮魚店

太田 千宏 太田屋

秋葉 真里子 吉永（政）商店

小倉地区まちづくり

関係者（２名）

藤﨑 利之 小倉中央商業連合会 顧問

馬渡 哲也 北九州商工会議所小倉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ長

 計２３名 

※『屋号』は、【かわら版 旦過市場ガイド】より抜粋
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【委員会の協議事項】

【委員会の組織体系図】 

・再整備の施設計画の選択に関すること 
・再整備に必要な資金計画に関すること 
・仮店舗における営業全般に関すること 
・事業主体の組織化に関すること     など 

検討資料は、委員会での意見を踏まえ、北九州市が委託する
まちづくり専門家（コンサルタント等）が支援します。

小倉地区に関わるまちづくり関係者

副委員長６名

北九州市小倉区

旦過商業協同組合

代表者

旦過町内会

代表者

小倉中央市場

協同組合

代表者

役員 計７名

（各団体から

均等に選出）

産業経済局
観光にぎわい部

（商業に関する支援）

建築都市局 整備部

（まちづくり

に関する支援）

建設局 河川部

（河川改修
に関する協議・支援）

北 九 州 市

委員長 １名
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４．今後について② 

神嶽川改修工事について（市場対岸の護岸工事）
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